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平成 29 年度 新潟県立十日町高等学校 シラバス 

教科名 科目名 学科・学年・類型 単位数 

理科 生物 普通科・３年生・文系 ３ 

教科書 

副教材等 

［主たる教材］高等学校 生物（第一学習社） 

［副教材］  Let’s Try Note 生物 Vol.2 環境応答・生態・進化と系統編 

       ニューステージ 新生物図表（浜島書店） 

 

１ 科目の目標 

 生物や生物現象についての観察、実験などを行い、自然に対する関心や探究心を高め、生物学的に探究する能力

と態度を育てるとともに基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学的な自然観を育成する。 

２  科目の内容 

 (1) 教科書内容等の基本知識を確実に習得させること。 

 (2) 副教材を用いて大学入試問題等の応用問題に触れ、進学に必要な学力を身につけさせること。 

 (3) 授業内容をふまえて身近な生物に関する事象をあげ、身の回りの自然に対する関心と生物学的に探究する能

力を育てること。 

３ 授業計画                                 

月 内  容 
配当 

時間 
指導上の留意点 

4 月 

 

 

5 月 

第６章 植物の発生 

 第１節 配偶子形成と胚発生  １．植物の体制と発生の特徴 

  ２．配偶子形成と胚発生  ３．植物の器官の分化 

第７章 植物の環境応答 

 第１節 植物の環境応答と植物ホルモン 

１．環境変化に応じた植物の成長 

２．植物の成長に関与する植物ホルモンの種類と働き 

 第２節 植物の環境応答とそのしくみ  １．光に対する環境応答 

  ２．花芽形成における環境応答  ３．その他の環境応答 

○１学期中間考査 15 

植物の生殖や発生につ

いて観察・実験などを

通して探究し、植物の

配偶子形成から形態形

成までの仕組みを理解

させる。 

 

環境の変化に生物が反

応していることについ

て観察、実験などを通

して探究し、生物個体

が外界の変化を感知

し、それに反応する仕

組みを理解させる。 

 

生物の個体群と群集及

び生態系について観

察、実験などを通して

探究し、それらの構造

や変化の仕組みを理解

5月 

 

7 月 

第８章 動物の反応と行動 

 第１節 刺激の受容と反応  １．刺激の受容  ２．神経系 

  ３．効果器と反応 

 第２節 動物の行動  １．生得的な行動  ２．学習による行動 

第９章 個体群と生物群集 

 第１節 個体群  １．個体群動態  ２．個体群内の相互作用 

  ３．個体群間の相互作用 

 第２節 生物群集  １．多様な種が共存するしくみ 

  ２．環境形成作用と多種の共存 

○１学期期末考査 
21 
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7 月 

 

 

10 月 

第１０章 生態系 

第１節 生態系の物質生産  １．生態系における物質生産 

 ２．生態系におけるエネルギーの移動 

第２節 生態系と生物多様性  １．生物多様性の３つのとらえ方 

 ２．生態系の撹乱と生物多様性  ３．生物多様性保全の意義 

第１１章 生物の進化 

 第１節 進化のしくみ  １．進化の証拠  ２．進化のしくみ 

 第２節 生物の起源と生物の変遷  １．生命の誕生 

  ２．原核生物から真核生物へ  ３．地球環境の変化と生物界の変遷 

  ４．地質時代と生物界の変遷 

○２学期中間考査 26 

させ、生態系のバラン

スや生物多様性の重要

性について認識させ

る。 

 

生物の進化の過程とそ

の仕組み及び生物の系

統について、観察、実

験などを通して探究

し、生物界の多様性と

系統を理解させ、進化

についての考え方を身

に付けさせる。 

 

生物の教科書の内容を

復習し、生物学の基本

的な概念や原理・法則

の理解を深め、科学的

な自然観を育成する。 

10 月 

 

12 月 

第１２章 生物の系統 

 第１節 生物の分類の変遷と系統  １．生物の分類と系統 

 第２節 生物の系統関係  １．真核生物ドメインにおける系統関係 

教科書の内容の総復習 

○２学期期末考査 18 

12 月 

 

3 月 

教科書の内容の総復習 

○学年末考査 

25 

                             計 105 時間（55 分授業） 

 

４ 学習評価 

評価の 

観点 

・ 

規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

生物や生物現象に対

する関心を高め、進ん

で理解・探求しようと

し、科学的な見方や考

え方を身に付けている

か。 

生物や生物現象の中に

問題を見いだし、事象を科

学的に考察し、導き出した

考えを的確に表現してい

るか。 

生物や生物現象に関す

る観察、実験などの基本

操作を習得し、その過程

や結果を的確に記録、整

理していく技能を身に付

けているか。 

生物や生物現象につい

ての基本的な概念や原理

・法則を理解し、知識を身

に付けているか。 

評価方

法 

・学習活動への参加状

況 

・授業プリントや課題

レポートの内容 

・授業中の確認テスト 

・定期考査 

・質問に対する発言や発表

の内容 

・課題レポートの内容 

・観察、実験への参加状

況、作業の仕方 

・課題レポートの記入状

況 

・授業中の確認テスト 

・定期考査 

・質問に対する発言や発表

内容。 

５  担当教員 

   理科教諭 

６  担当者からのメッセージ 

自然事象を深く理解するためには、「ただ暗記するだけ」でも「何も暗記しない」でも充分では

ありません。「思考・判断するために基本となる知識・法則を覚える事」と「知り得た知識・法

則から考える事」の両方が必要なのです。さまざまな自然現象に対して、科学的に思考・判断す

ることができる力を身に付けられるように努力しましょう。また、副教材等を用いて授業内容を

さらに深く理解するように心がけてください。 

 


